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４月定例教育委員会議事録 

 

１ 開催日   平成 29 年 4 月 19 日（水） 

 

２ 会 場   大井川庁舎 ２階 第３委員会室 

 

３ 開 会   午後３時 31 分 

 

４  出席委員    佐藤美代志教育長 

大石智之委員（職務代理者） 

北川利男委員 

奥川重子委員 

           山竹葉子委員 

 

５ 会議出席者 青島正幸教育部長 

村松繁美生涯学習部長 

八木勝義（公財）焼津市振興公社常務理事兼焼津文化会館長 

        橋本敏明教育総務課長 

        池田純也学校教育課主席指導主事 

        鈴木孝之学校給食課長 

        冨田明裕社会教育課長 

        原崎晴之スポーツ振興課主幹 

杉本弘行文化財課長 

        志賀美之図書課長 

増田洋一保育・幼稚園課長 

小長谷宏二ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰﾊﾟｰｸ焼津館長 

 

        書記 杉山佳丈教育総務課総務担当主幹 

 

６ 議 事   別紙のとおり 
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【午後３時 31 分開会】 

皆さん、こんにちは。 

先週までは桜の花がいっぱい咲いていたわけですけれども、月曜日の夜の雨で

一気に散ってしまって、大井川は風が強いものですから花があまり残っていない

のですけれども、一気に模様が変わってきたそんな感じです。そんな中ですけれ

ども４月の定例教育委員会に御出席いただきまして、ありがとうございます。 

本日の議事録署名人を奥川委員さんと山竹委員さんにお願いします。 

それでは早速ですけれども、議事に入ります。 

議第１号、焼津市青少年教育相談センター運営協議会委員の委嘱について、

説明をお願いします。 

 

（事前配布資料により説明） 

（説明概要） 

・定期人事異動等に伴い委員に異動が生じたため、新たにその職に就任した

運営協議会委員に委嘱を行う。 

 

山竹委員から御質問がございましたので、続けて回答させていただきます。 

まず始めに、青少年教育相談センターの運営協議会を構成する団体がどのよ

うに運営に関わっているのかという御質問がございました。運営協議会は、焼

津市社会教育委員会や焼津市民生委員児童委員協議会などの団体代表者 11 人

で構成されております。そして、教育委員会が委員を任命または委嘱しており

ます。協議会は、意見交換を目的に年１回開催されまして、相談活動、補導員

の活動などに生かしております。若者からのさまざまな相談は各団体につな

げ、適切な対応を行うことに努めております。 

次に相談員はどのような方ですかという御質問です。今の相談員は、増田紀

子、大石哲郎で小学校長、中学校長を経験された２人が就任しております。 

次に同様なセンターを運営している市町村についてでございます。同センタ

ーは法令での設置義務がございません。子ども・若者育成支援推進法におきま

して、同センターの機能を「確保するよう努める」と規定されています。その

規定を受けまして、ほとんどの自治体で同様の組織は設置されております。静

岡県内に限りますと 23市 12 町中、19市２町に設置されております。 

次に対象者と相談内容についてであります。焼津市は小学校から 20 代まで

の青少年と子育てに悩む保護者の相談を面接、メール、電話で受け付けており

ます。内容は、進路や不登校、しつけ、性格情緒などの青少年の生活全般に及

んでおります。これに対して県の総合教育センターでは、面談での相談を高校

生までに限らしていただいております。ただし、電話については全て受付てい

るとのことでした。 

次に相談件数についての御質問がございました。平成 26 年度 696 件、平成
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27 年度 677 件、平成 28年度 668 件でございます。近年は減少の傾向にござい

ますけれども、全体的に見ますと過去５年においては増加傾向にございます。

以上回答とさせていただきます。 

 

ありがとうございました。山竹委員さんはどうですか。今の回答についてい

かがでしょうか。 

 

今回の議題とは直接関係はなかったのですが、そもそも論で基本的に教えて

いただこうと思いました。ありがとうございました。 

 

その他、御意見、御質問のある方はございますか。 

 

これ（「焼津市青少年教育相談センターのご案内」チラシ）は、去年いただ

いたものですけれども、できたら教育委員会の場でこれをわけていただけると

学校教育課長の報告にもいろいろと関わってくる内容で、私たちが自分で調べ

ればいいのですがいただけると大変ありがたいなと思いましたので、よろしく

お願いします。 

 

これは各学校で分けるものですね。 

 

そうです。保護者にわけているものです。 

 

ここに相談センターがあるよと、何かあったときはここに電話をかけなさい

よと、そのような案内です。どうですか。 

 

今、取りに行っています。 

 

 

それでは、持ってきてくれるということですので、少しお待ちください。 

その他はどうですか。よろしいでしょうか。一応、小さな案内を学校に入っ

てくるお子さんにお分けしまして、青少年教育相談センターがあることをＰＲ

しているわけであります。それではお諮りします。議第１号、焼津市青少年教

育相談センター運営協議会委員の委嘱について、承認としてよろしいでしょう

か。 

 

異議なし 

 

異議なしということで、ありがとうございます。それでは、議第１号は承認
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されました。 

次に報告事項に移らさせていただきます。報告事項の１番、いじめ問題への

対応、２番、最近の小中学校の状況について、説明をお願いします。 

 

（当日配布資料により説明） 

（説明概要） 

報告事項－１「いじめ問題への対応」 

・昨年度２月末における解消または一定の解消に至っていなかった案件と昨

年度の３月において新たに認知された案件は、小学校では 19 件あり、17件

は解消、２件は一定の解消、中学校では 41 件あり、34件は解消、６件が一

定の解消に至った。No39 については、被害者が登校渋滞気味であるため、

学校が丁寧にケアを継続している。 

 

報告事項－２「最近の小中学校の状況について」 

当日配布資料の訂正あり。 

４ページ、小学校いじめ認知件数 42 件→43 件、 

中学校いじめ認知件数 68 件→69 件 

○全国学力学習状況調査について 

 ・昨日、市内全校で全国学力学習状況調査を無事行うことができた。今年度も

市内全ての小中学校が早期対応を行う予定であり、６月８日に県集計データが

公表され、７月中旬には県作成の資料が提供されることになっている。夏休み

の校内研修等で検討し、その後の指導に生かしていく。 

○平成 28年度の生徒指導について 

・不登校について、30日以上欠席した小学生は 45人で昨年度より 17人増、中

学生は 95人で昨年度より８人の減であった。小学生が大幅に増加した要因は、

これまで病気等を理由に長期欠席している児童生徒を不登校としてカウント

し、積極的に外部支援機関と連携し対応するように努めたためと考える。 

・問題行動について、小学校で認知した件数は 52 件、昨年度と比べて 11 件の

増、中学校は 168 件、昨年度と比べて 27 件の増となった。特徴としては、小学

校では授業放棄が多く、中学校では生徒間暴力が増加傾向にある。 

・いじめ認知件数は、小学校は 43 件で前年度比８件増、中学校は 69 件で前年

度比 32 件増であり、解消率は 93％で一昨年度の 92％と同程度となっている。

各校における最も多い認知件数は 17 件であったのに対して、０件の学校も１校

あった。認知件数に偏りがあるため今後も引き続き、正しくいじめと認知し、

適切に対応するように指導していく。 

○平成 29年度の学校教育課の主な課題 

・学力向上・授業改善について 

  焼津市授業改善の重点を「子ども同士で学びあい、付けたい力が身につく「問
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題解決的な学習」が展開する授業づくり」とし、各教科における「こどもたち

に付けたい力」をどのようにつけさせるのか、教師の一方的な教授ではなく、

子ども同士で様々な思考を巡らせたり、試行錯誤を繰り返したりしながら、課

題を解決していく授業を目指す。 

  過日、新学習指導要領が告示され、授業改善においては、「主体的・対話的で

深い学び」すなわちアクティブラーニングの視点を導入することが大きな特徴

となっており、焼津市が今までも、そしてこれからも目指していく授業スタイ

ルと同じである。 

  市教委による学校訪問を本年度も小中学校 11校を予定している。 

  市教委の研究指定は、本年度を東益津中学校、来年度を焼津東小学校で研究

発表を予定している。 

 ・教育センター事業について 

  学校教育課長がセンター長を兼任し、専任の主席指導主事を配置して教師力

強化事業、授業・学習支援事業、小学校英語科移行準備事業を実施する。 

 ・外国人児童生徒等教育支援について 

  本年度から学校教育課に「総括支援員」を配置し、自らが学校支援を行うほ

か、他の支援員のコーディネートを担当し、円滑な支援ができるように進めて

いく。 

 ・いじめ防止について 

  焼津と各学校が策定した「いじめ防止基本方針」に則って、「いじめに向かわ

ない心」を育ててく。本年度も、市単独でのスクールソーシャルワーカーを配

置し、各校で行われるケース会議等でその方策について助言したり、他の支援

機関へ繋いだりして解決への支援を行っていく。 

 ・公務支援システム、グループウェアの活用について 

  昨年度全教員に新しいタブレットパソコンを配備し、これまで以上に授業で

の効果的な活用が可能となった。また、子どもたちの情報共有や活用が可能と

なり、教員が子どもたちと向き合う時間の増加が見込まれる。 

 ・安心・安全な教育活動の推進について 

  本年度も交通事故や不審者等からの被害防止のために、警察や見守り隊等と

連携して取り組んでいく。また、警察ＯＢの山田スクールサポーターに学校訪

問を依頼し、落ち着いた学習環境の維持のための支援を行っていく。 

防災対策は、昨年度、緊急地震速報器を市内全校に設置し、年間 10 回行って

いる防災訓練に活用することで 災害時に指示を待つのではなく、子どもが自

主的に自らの命を守る態度を育てていこうと考えている。また、昨年度市内全

校にデジタル簡易無線機を設置し、災害時に通信手段が断たれた場合でも、デ

ジタル簡易無線機により市教委や学校間で情報を共有し、早急な学校機能の回

復を目指す。 

○本年度に事業について 
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資料のとおり 

○定数について 

資料のとおり 

 

説明ありがとうございました。まず、最初の１番のいじめ問題の関係で、御

意見や御質問がありましたら発言をお願いします。 

１つ、私の方からいいですか。２ページと３ページに表があるけれども、こ

れは去年の１年間分ですよね。もしできたら、発見や訴えがあった月日を簡単

でいいので入れてくれますか。いつ頃出たいじめの問題なのかが見えない感じ

がするので、今年度からでいいのでお願いします。 

他にどうですか。 

 

この４ページの問題行動のところで、小学校・中学校ともに増えているとい

うことですけれども、警察が入って対応していただいたケースというのはどの

くらいあるのでしょうか。 

 

中学校において警察が入ったケースがありました。件数は３件で、事案とし

ては校内の公共物を破損したもの等がありました。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

３件とも同じ学校ですか。 

 

そうです。 

 

 

４ページの最近の小中学校の状況に入っておりますけれども、こちらの方で

御意見や御質問がありましたらお願いします。 

部長さん方でも結構ですのでお願いします。 

 

５ページの（３）外国人児童生徒等教育支援、私も学校のすぐ前に住んでい

るのですが、朝見ていると外国人の子が通るのですが、例えば大井川南とか港

とか海岸の方が多い気がするのですが、今年度どのくらい外国人の子がいるの

かお分かりなら、全体の中で何パーセントぐらいなのか教えてください。 

 

和田小学校では全校生徒の１割を超えています。歓迎教室という教室を設け

て、取り出して日本語の指導をしたり、日本の生活の指導をしたりしています。

大井川南小も１割にはいきませんけれども、大変多くの外国人生徒がおりま
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す。 

 

よろしいでしょうか。他にありますでしょうか。 

 

教えてください。虹の架け橋事業は終わったんでしたでしょうか。 

 

昨年度から市の外国人対応の事業が始まりましたので、その前年度末で虹の

架け橋事業は終了しました。 

 

わかりました。 

 

これは私からの報告ですが、昨日、静西の教育長会議がありまして、そこで

人事のことやらがあったものですから私から２つ要望をはっきりと言ってき

ました。まず、５ページの上の方で講師が増えているものですから教師力の強

化という話がありましたけれども、実際に大きな焼津西小とか大富小など産育

休とかで５人６人休まれているケースが多いです。そこに講師が５人６人入っ

てくる、当然講師なものですから校長さんは同じ学年に全部講師を入れるわけ

にはいかないものだから学年を分ける、そうすると、極端な言い方をすると子

どもによっては今年講師の先生に担任してもらった、また次の年も講師の先生

だった、そういったことも起こりうるものですから、講師を否定するわけでは

ないですができる限り減らす方向でできないかということで、産育休の場合、

今までは全て講師対応ということになっていたけれども、その中で長く休まれ

る育休対応の場合には正規の教員での対応をしてほしいと昨日言ってまいり

ました。５人６人育休がいる場合には、その中の２人３人は何とかして正規を

入れるように研究してくれと言わせてもらいました。磐田市からも同じような

要望が出て、多くの教育長さんが同じような意見を持っていると思います。問

題は、同じ学校に正規の教員がたくさんいると定数を超えてしまうという大き

な問題があるのですが、なんとかその辺をクリアするような形でやってほしい

ということで言ってまいりました。もう１点、教師力強化ということで新採の

先生が入って３年するとどんどん異動するケースが多いですけれども、何年か

前から見ていると中学校で新採で入って１年目は級外、２年目は１年の担任、

３年目は２年の担任をやって、次は３年の担任をやって１人前になるなと思う

と 10 年３校という制度で異動させてしまうというケースが焼津市内でもあっ

たものですから、そういうのはやめてほしいということで、しっかり鍛えると

ころは鍛えてから３年にこだわらず５年置いて１連の学校の流れを経験させ

て力をつけてから出してほしいということで、その２点を私の方から言わせて

いただきました。すぐにそれが叶うかはわからないですが、後半で言った部分

は来年度の人事から動いていくのではないかなと思っております。 
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それでは、１番２番の方はよろしいですか。 

続いて、報告事項の３番についてお願いします。 

 

（事前配布資料により説明） 

（説明概要） 

・平成 28 年度に引き続き、国の幼児教育段階的無償化の考え方を市の利用者負

担額に反映するために改正した。 

・私立幼稚園の利用者負担額に関する経過措置における平成 29年度分の利用者

負担額においては、多子世帯に係る特例として市民税の所得割の額のない世帯

において２人目以降は無償、市民税の所得割課税額が 77,100 円以下の世帯は、

２人目については半額、３人目以降は無償とした。またひとり親世帯等につい

ても 2,000 円を上限とする特例を設けた。 

・平成 30 年度以降の利用者負担額についても国基準を反映させるとともに、利

用者負担額を国基準の 75％に軽減した。 

 

 ありがとうございました。たくさんの表を見比べながら見ていくしかないので

すが、この規則の制定についてどうでしょうか。御質問等ございますでしょうか。

よろしいですか。それでは、その他の１番、平成 29 年度市民トリム大会について、 

お願いします。 

 

（事前配布資料により説明） 

（説明概要） 

・４月 29 日に市民トリム大会を実施する。登山ブームにより参加者が増えてい

ることから今年度は４つのコースを設け、いずれのコースにもスポーツ推進委

員が帯同する。 

 

トリム大会についてどうでしょうか。御質問等ありますでしょうか。よろしい

ですか。 

それではその他の２番、国際ソロプチミスト焼津大型絵本贈呈式について、図

書課長お願いします。 

 

（事前配布資料により説明） 

（説明概要） 

・国際ソロプチミスト焼津から４月 21 日午前 10 時から市役所本庁舎応接室に

おいて大型絵本 10冊が贈呈される。 

・大型絵本の寄贈は平成 19 年度から続けていただいており、計 126 冊とな

る。読み聞かせ、保育園・幼稚園においても有効に使用させていただいてい

る。 
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佐藤教育長 

 

 

 

 

小長谷ディス

カバリーパー

ク焼津館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

ありがとうございました。大型絵本贈呈式についてはどうでしょうか。よろ

しいですか。 

それでは続きまして、その他の３番、定期刊行物「Discovery №87」の発行に

ついてお願いします。 

 

（事前配布資料により説明） 

（説明概要） 

・今年度、ディスカバリーパーク焼津が開館 20 周年を迎えるに当たり、７月

17 日に記念セレモニーを実施する。 

・４月 22日から７月２日まで春の特別展を職員の自主制作により実施する。 

・プラネタリウムの新番組として、実際にマグロ漁船に乗船して撮影した南

半球の星々をプラネタリウムの背景として使用している。加えて、ホバート

の街並みの紹介も行っている。 

・日本宇宙少年団焼津分団結成団員の募集を４月８日から行っており、15

人の定員に対して７人の応募があった。７月 17 日の記念セレモニー時に結団

式を行う。 

 

 ありがとうございました。Discovery №87 の案内についてはどうでしょうか。 

 この間、私も久しぶりに行ってみたのですが、職員の皆さんが手作りのゲーム

機などを作ってくださっているなと感じました。私もモノづくりのタイプの人間

なのですが、かなわないような結構面白いものを作ってくれていました。案外こ

ういうものが１番親子にはうけるのではないかと思っておりますので、皆さんが

がんばっているということを付け加えさせていただきます。 

 よろしいですか。それでは本日の議事はすべて終了しました。全体を通して

何か、あるいはそれ以外のことでも結構ですので何かありましたらお願いしま

す。委員の皆さん、よろしいですか。 

 それでは次回の開催ですけれども、５月 16 日火曜日午後３時 30 分というこ

とでお願いします。 

では、以上をもちまして４月定例教育委員会を閉会といたします。お疲れ様で

した。 

 

                  【午後４時 14 分閉会】 

 

 

 

 

  


